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東京都社会福祉事業団

七生福祉園 園だより

令和2年度 福祉サー ビス第三者評価結果報告
い っぱ ん しゃだ ん ほ う じん

今 年度 も福 祉サ ー ピス 第 三者 評価 を受審 しま した 。評価機 関 は一般 社 団法 人 リッコ ラボ で す 。

児里施 設 と晟 人施 設の 評価 の概 要 は次 の とお りで す。

児 童施 設 (福 祉 型 障害 児 入 所 施 設 ) 成 人施 設 ( 障 害 者 支援施 設 )
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って いる 。

って いる 。
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麦憐 現場 の 聽 員 の意欲 向 ± (こつなが る具條 的 な方策 を穢 ! f  •1
支援 の根 幹 とな る本 人の意 向が 見え (こくい 状 況 とな って いる こ1
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れ る。

3

2

いる。

当 園 の園 だよりは知 的 障 害 のある方 への合 理 的 配 慮 からル ビをつけて提 供 しております 。ルビ無 しをご希 望 の方 は 当 園 職 員 までお 申 し出 ください。

尊 重 して いる 。

3 事業所 と して リス クマネ ジメ ン ト(こ取 り組 んで い る。

特 に 力 を入れて いる取組 特 に 力 を 入れて いる取組

特 に良 い と思 う点 特 (こ良 い と思 う点

よ う支援 を 行 って いる。

ための 支援 を行 って いる。

導 入 して い くこ とが 期待 され る 。

3 組織 としての 必須 項 目の 共 有 と 寮 の独 自性 を併 せ持 つマニ ュ

ども本位 の支援 に尽 力 して い る 状 況 が うかが え る。

1 サ ー ビス の 実施 にあた り、子 どもの権利 を守 り、個 人 の意思 を

アル の 整備 を図 って い る。

携 ・協 力 によ り、利 用者 一人ひ とりの ライ フス テ ージの 充 実 を図

3 支援 に関わ る 全 職 員 が介 護技術 等 を 習 得 す る こ とがで きるよ う

とか ら、個別 支援 計 画 に明確 に示 す ことが期待 され る 〇

さ らなる 改善が 望 まれ る 点
さ らな る 改善が 望 まれ る点

【生活介 護 】 日 常 生 活 上 の 支援 や生活 する カ の維持 ・向 上 の

2 各種 マニ ュアル や 規程 の浸透 状 況 を把握 ・確 認 する取 り組み を
B C Pの 内容 につ いて 職 員 への 周知 を図 る ととも に、 実際 に訓練

2 個 別 の支援 計画 に基 づ いて 子 どもの 状 態 に応 じた支援 を 行 って

2 生 活 寮 や活動 支援棟 の 職 員 や 各専 門 職 等 、職 員 間 の密な連

を実施 する等 によ り、理 解 浸透 を図 って い くこ とが 期 待 され る。

削減 に加 え、利 用者 支援 にか ける 時間の確保 に取 り組 んで いる。

I C T 化 を 積 極 的 に進 め る こ とによ り、業務 の効率化 や 経 費

B C Pの 内容 につ いて 職 員 へ の周知 を図 る ととも に、 実際 に訓

練 を実施 する等 によ り、理解 浸透 を 図 って い くこ とが 期待 され る。

!  個 別 の支援 計画 等 に基づ いて利用者 の望む 自立 した生活 を送れ る

に、学び の機 会 の さ らな る 充 実 が望 まれ る 。

3 共 同 受 注 ・販 売 を活用 して販路 拡大 を図る 中、地域 住 民 とのっ

2 入 所 支援 計画作成 のプ ロセス を は じめ 、 日 常 の記録 か らも子

ク構築 に努め る ととも に、地域 生活移行 への 一連 の流 れの構 築 を図

3 事業所 の 情 報 管理 を適切 に 行 い活用 で きるよ うに して いる。

強化 する こ とによ り、 職 員 の 共 通 理解 を深 めて い くこ とが期 待 さ

1 地域 の 障 害 福祉 の拠 点 と しての 自覚 の下 、さまざ まなネ ッ トワー

なが りを 実感 で きる等 、利用者 の 働 く意欲 の 向 上 につ なげて い



短期 入 所 (成 人支援 部 門)如 期 入 所 (児 童る 節 門)

し、る 。

2

え られ て いる 。

特 (こ良 い と思 う点

図 っ て い る 。

利益 に適 った方 向性 を検 討 し、 自立 を支援 して いる。

せ る等 、 職 員 の丁寧 な 対応 が リピータ ー率の 向 上 (こつなが って

3 短期 入所 利用期 間中も日中活動 に参加 できる等 、利 用者 の生活 の充実 部

を図っている。

2 利用者 の気持 ちを第一 に 考 え 、 将 来 の生活 に関 して も 、本 人(

3 セーフティネットとしての役 割を担っている自覚 の下 、緊急性 の高 い利用 二

ーズへの対応 に取 り組んでいる。

! 利用後 の ア ンケ ー トか らの 意見 ・要望 を次 回 の利用 時 に反 映 さ

ととも に、利用者 が安心 で き、楽 しみなが ら過 ごせ る 環 境 整備 を

学齢児 は通学 が保 障 され 、未就 学児 は 日 中 保育 で他 の子 ども

［特 に良 い と思 う点

!  短期 入 所 の利用 ニ ーズ (こ最大 限応 え る姿勢 で 受 け入れ を進 め る

と交 流 する等 、安心 して利用 で きる 環 境 が

さらな る改善 が 望 まれ る 点

1 P R活動 を 積 極 的 に 行 い、 引き続 き潜在 的 な利用 ニ ーズ に

事業所 の 情 報 が届 くよ う(こ取 り組 まれ た い。

2 子 どもへ の 不利益 が 生 じな い よ う、本 人 に関する 詳 細 な事 前

情 報の 入 手 へ の さ らな る 働 きか けの 強化 が望 まれ る。

3 各種 マニ ュアル や 規程 の浸透 状 況 を把握 ・確 認 する取 り組み

を強化 する こ と(こよ り、 職 員 の 共 通 理解 を深 めて い くこ とが

期待 され る。

さ らな る 改善 が 望 まれ る点

1 施設 が予 定 した 職 員数 の確保 に引き続 き努め る ととも (こ、他 部

署の 職 員 が利 用者 支援 の応 援 にまわ る体 制 整備 に 着 手 してい くこ

とが 期待 され る。

2 B C Pの 内容 (こつ いて 職 員 への周知 を 図る ととも (こ、実 際 に訓

練 を実施 す る等 (こよ り、理解 浸透 を 図 ってい くこ とが 期待 され る。

3 利用者 へ の不利 益 が 生 じな いよ う、本 人 に関す る 詳 細 な事前

情 報の 入 手 へ の さ らな る 働 きか けの 強化 が望 まれ る。

特 に 力 を 入れて いる取組

1 サ ー ビス の 実施 にあ た り、利用者 の権利 を 守 り、個 人 の 意思 を

尊 重 して いる 。

2 事業所 と して リス クマネ ジメ ン ト(こ取 り組 んで いる。

3 個 別 の支援 方針 をいか しなが ら、利用 者 に合 った 自立 生活 を送

るための 支援 を して いる。

特 に 力 を 入れて いる取組

! 家族 等 との 交 流 ・連携 を図 っている 。

2 利用者 の主体 性 を 尊 重 し、利 用 中の生活 が 楽 しく快適 (こな る よ

うな取 り組 みを行 っている 。

3 事業所 の 情 報 管理 を適切 に 行 い活用 で きるよ うに して いる 。

今年度の利用者の地域生活移行と入 退 所の 状 況 など

令和3年2月28 日現在 (人)

敵 竟蹄 ］
退辞 された方の内訳 としては、

れた方か 3名で した。

淑 始蹄 ］
今年度 (令和3年2月28日現在) の 入 退所 状

貌 ですが、4歳から 15歳までの児童 10名が 新

しく入 帯 し、退序 した児童は 21名で した。ク

ル ープホーム に移行 された方は 14名で し松

詳 細 は、 「とうき ょ う福ネ !I ナ ビゲ ーシ ョン ( htt p:/ / www .fukunav i.or .j p/ fukunav i/ ) J 文 は管理棟 の 閲覧角 ファイル でご 覧 いただ けま

す 。 ファイル を 閲覧 希望 の方 は、 職 員 にお 申 し出 くだ さい。

園で は評価 結果 を踏 まえ 、利用 者 サ ー ビス の よ り一層 の 向 上 に努めて まい ります 。
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